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地方獣医師会会長 各 位

公益社団法人 日 本 獣 医 師 会

会 長  藏 内 勇 夫

(公印及び契印の押印は省略)

平成 29 年度の秋以降に備えた高病原性鳥インフルエンザ防疫体制の強化

について

このことについて、平成 29 年 6 月 29 日付け 29 消安第 1755 号をもって、

農林水産省消費・安全局長から別添のとおり通知がありました。

このたびの通知は、高病原性鳥インフルエンザ疫学調査チームから「平成

28 年度における高病原性鳥インフルエンザの発生に係る疫学調査報告書」が

公表されたことを受け、同報告書の提言のうち「人・車両、野鳥を含む野生動

物を介したウイルスの農場内及び家きん舎内への侵入の防止」に示されている

発生予防対策につき、家きん飼養農場に対する情報提供及び指導又は助言を  

徹底するよう、通知するものです。

ついては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。
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